
（市民から）
　農家が潤わないとまちづくりもうまくいかないと考え
る。市として水稲に関して今後どのような政策を進めて
いくのか。農地集積の推進を一層図ってほしい。農業委
員会を通して交換分合は行ってきたが、何かメリットが
あればより交換分合も進んでいくと思う。

（市から）
・平川市は第一次産業に従事している方が多く、農業の
　まちである。青天の霹靂のブランド化により米１俵あ
　たりの単価は増えてきてはいるが、米の消費量に対し
　て販売量が多いという問題を解決できなければこの状
　況は打破できない。よって、農地集積によるコスト削
　減や野菜との複合経営など、今までと方法を変えてい
　かないといけないと考えているが、市でどのような補
　助ができるのかとなると、なかなか効果的な補助が難
　しい状況にあるということは理解していただきたい。

農業政策・振興について

（市民から）
　消防団員が減少してきているため、市で何か対策を講
じてもらえないだろうか。例えば、市のイベントに消防
団を活用したり、広報紙に活動内容や入団者の紹介を掲
載できないものか。弘前市ではイベント会場にはしご車
を用意し、子どもたちを乗せたりしている。弘前市と同
じ消防事務組合になったことであるし、はしご車を手配
することはできるのではないか。イベントをもっと活用
することができれば若い人が消防団に興味を持つと思
う。

（市から）
・消防団員の減少は大きな課題である。イベントに関し
　ては、はしご車をどういうイベントで活用できるのか
　検討していきたい。また、広報紙については今年度シ
　ティプロモーションの一環で、出し方や作り方を検討
　していくことになっているので、要望を踏まえながら
　どういうことができるのか検討していきたい。

消防団員の確保について

懇談会で出された意見と回答

（市民から）
　新聞に平川市の観光客は県内10市の中で一番少ないと
掲載されていた。近隣の自治体では年中観光客が集まっ
てきているようだが、平川市もメインになるような観光
地を作る計画は無いのか。

（市から）
・観光客が少ないのは大きな悩みである。平川市に多くの
　観光客が来るのは盛美園や猿賀公園で、イベントではお
　のえ花と植木まつり、蓮の花まつりである。志賀坊森林
　公園は年中夜景を見に来る人がいるが、そこでお金が落
　ちるわけでもない。また、白岩森林公園はまつりのとき
　は人が来るが、それ以外の時期はそうでもない。
・弘前のような観光資源を作るのは難しいが、継続して
　人が来るようにしなければいけないと思っている。ア
　イデアがあればよろしくお願いしたい。
・平川市には他にも三笠山公園、矢立峠の歴史の道など
　隠れた名所もあるのだが、情報発信が上手くなかった
　ため、知名度があまり高くなかった。今年度からはシティ
　プロモーションを担当する部署を作り、平川市をアピー
　ルしていく。そういったことを考えながら、観光を地
　域経済につなげていくことは大きな目標である。

観光地の新設について

（市民から）
　市ではどのような建物を空家として捉えているのか。
また、町会では空家の対策に苦慮しているが、市では何
らかの対策案があるか。

空家の捉え方について

（市民から）
　家庭用のコンポストはあるようだが、農家が使える事業
者用のものはないのか。昔あったときはよく利用していた
のだが、何年も使っている間に雪で潰れてしまい、その後
もまたあれば良いなと周りで話をしていた。また助成をい
ただいて、生ごみの減量化をもっと進めてはどうか。

（市から）
・以前は農家用のコンポストを用意していたこともあっ
　たが、現在はない。今行っているごみ減量化としては、
　家庭の生ごみについて、コンポストや水切り器を用意
　している。事業者用については、それなりのルートや
　助成を含めてどういう流れを作って行けるか、これか
　ら検討していくことになる。

生ごみの減量化について

（市民から）
　ニュースなどで、ふるさと納税の返礼品で豪華なもの
を送っているような問題も出てきているようだが、平川
市はどのような考え方でどのような品物を送っているの
か聞きたい。

（市から）
・平成27年度は１億６千万円、平成28年度は２億８千万
　円の寄附をいただいた。１万円をふるさと納税してい
　ただければ、りんご5kgや桃2.5kgなどを送っているが、
　ふるさと納税で一番人気なのはりんごである。
・ふるさと納税の寄附を頂いていることを加味して、り
　んごの木の雪被害やねずみ被害に対する苗木助成とい
　うことで、特別に今年６月の補正で約１万本分の予算

ふるさと納税について

（市から）
・市でも対応に苦慮している。市では実態調査を行い、
　空家の認定を行っている。空家については誰も住んで
　おらず、様子を見に来る人もいないものを調査した結
　果、465件を空家として認定した。さらにそのうち、
　使用可能なものと使用が困難なものに分類を行った。
・あくまでも個人の財産であることから、行政が勝手に
　処理できないという問題がある。また、仮に行政が撤
　去の対応を行った場合、所有者に撤去費用を請求する
　こととなる。その際に所有者に費用を負担してもらえ
　ない場合、税金での対応となってしまう。これらのこ
　とから、市が積極的に撤去を行うという対応は、緊急
　性のあるものを除き、制度上難しい状況となっている。
・空家の捉え方として、町会などから情報提供があった
　場合は、職員が建物の外観や郵便物の状況などの現場
　の確認を行い、空家か否かについての判断を行ってい
　る。その後、所有者に対し意向調査を行った結果、465
　件を空家として認定した。

　化をした。農協で補助している700円にプラスして市
　の方でも補助をしたいと思っている。１反歩あたり、
　わい化３本、丸葉２本、１町歩で30本まで補助を出す
　予定である。農協の補助と合わせて使うと、品種によっ
　てはほとんど自己負担がなく買うことができる。
・お礼の品のりんごは、農協のみならず個人でも提供し
　てもらっている。その他、肉や米、桃などもある。ま
　だ実績はないが、空家の管理などもある。
・今年から企業版のふるさと納税をお願いしており、平川
　市でも「世界一の扇ねぷた知名度アッププロジェクト」
　と「ひらかわ住みたい・産みたい・育てたいまちプロジェ
　クト」の２件が国で認定された。青森県で認定された企
　業版ふるさと納税３件のうち２件が平川市であった。

　各地でまちづくり懇談会が開催され、5月11日から9月28日までの間、12会場
で182人の方が参加し、まちづくりについて質問や意見交換を行いました。
　懇談会の際にお寄せいただいた貴重なご意見を今後の市政に活かしながら、活
力ある地域づくりを進めていきます。
　今年度の懇談会は11月30日まで開催されます。お住まいの地域に市長が伺い
ますので、ご近所お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

市民が主役の
まちづくりを目指して
平成29年度平川市まちづくり懇談会で出された意見です

特集
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（市民から）
　県立高校の統廃合についてのニュースがあったが、市
では学校の統廃合に関する長期的な構想はあるか。

（市から）
・現在のところ考えていない。しかし、地域の事情によっ
　てはこれから議論になっていくと思う。碇ヶ関地域は
　子どもが少なくなってきているが、学校の老朽化によ
　り建て替えを予定している。
・地域から学校をなくすことは難しいが、複式学級が多く
　なると色々な支障があると考える保護者がいたため広船
　小学校を平賀東小学校に統合した経緯もある。統廃合は
　行政が子どもの人数だけで判断すると、様々な反発が出
　てくるが、教育効果を含め、対人間的な人づくりのよう
　なことを考えた中にあっても、小さい学校のままでいい
　のかという議論は出てくる。その際は、地域住民、ＰＴ
　Ａの皆さんを含めての話し合いになっていく。

学校の統廃合について

（市民から）
　市でバイオマスエナジーに出資していると聞いている
が、経営実績はどのようになっているか。また、財産区
でも山林を所有しているが、財政状況が厳しいため売却
を検討しているが、買い手が見つからない状況である。

（市から）
・発電事業は順調に行っており、電力会社に売電してい
　るほか、市内の学校など、市役所を除く18か所の公共
　施設に送電することで、年間200～ 300万円の経済効
　果が発生している。
・市では、バイオマス産業都市構想を国に提出し、認可を
　得たところである。バイオマス産業都市構想とは、発電
　事業を中心とし、それを活用しながら他の産業を行って
　いくというものである。具体的には、発電施設から排出
　される熱エネルギーを活用し、ハウスで野菜の栽培や、
　木材の皮を発酵させたバイオガスによる発電、あるいは
　家庭の廃油を軽油の代替品とする計画を進めている。
・発電のための木材調達については、山林を全て伐採し
　てしまうと木が育たないため、長期的に発電を行う意
　味でも間伐材を利用しながらの発電を考えている。

バイオマス産業都市構想について

（市民から）
　市のホームページを使いやすくしてほしい。慣れてい
ないと、どこにどの情報があるのか分からない。体育館
が開放されている日かどうか確認したいと思ってもどこ
を見ればいいのか分からない。ついついアクセスして見
たくなるようなホームページにしてほしい。

（市から）
・総務課の中にシティプロモーションの係を創設して、
　ホームページ改修や、市の情報発信を活性化できるよ
　うな担当を設けている。今年の春から体制をスタート
　したので今後の成果に注目していただきたい。

市のホームページのレイアウトについて

（市民から）
　最近の小・中学生は、ドジョウやフナを捕えて遊ぶな
ど、自然に触れる機会が極端に減っているように感じる。
教室で金魚などを飼育している話は聞いているが、屋外
で自然に触れる機会を増やす工夫が必要ではないか。

（市から）
・子どもたちが自然と触れあい、その中で学ぶことは非
　常に重要なことだと思う。ただ、昔のように外に行け
　ばすぐに生き物や自然と触れ合えた時代と違い、今は
　自然環境や生活環境の変化により子どもたちが外で遊
　ぶ時間が減ってきたように感じる。学校では総合学習
　の中で自然と触れあい学ぶ時間を確保しているが、学
　校以外の時間となると各家庭の協力がないと子どもた
　ちに浸透していくことはなかなか難しいと考える。

子どもたちが自然と触れ合うことについて

今後のまちづくり懇談会の日程
開催場所
さるか交流館

荒田農業研修センター
小和森多目的研修集会施設
大光寺コミュニティセンター
本町コミュニティセンター

対象地区
猿賀
荒田
小和森
大光寺
本町

※開催時間は18時30分から20時の予定です。
※都合により開催場所、開催日などが変更となる場合
　があります。
◆これまでのまちづくり懇談会の内容については、市
　役所本庁舎および尾上・碇ヶ関総合支所、葛川支所
　でご覧になることができるほか、市ホームページで
　公開しています。
問合せ：総務課　広報広聴係　☎44 -1111（内線1353）

開催日
10月19日(木)
10月26日(木)
11月２日(木)
11月16日(木)
11月30 日(木)

弘前消防本部からのおしらせ

問合せ：黒石税務署　法人課税部門(源泉所得税担当)　☎52-4111（代表）
※自動音声によりご案内しておりますので、メッセージに従い「２」番を選択してください。

問合せ　▶弘前消防本部予防課　　☎32-5104
　　　　▶平川消防署　　　　　　☎44-3122
　　　　▶平川消防署碇ケ関分署　☎45-2240

事業者の皆さんへ
年末調整説明会のおしらせ

平成 29 年分の年末調整関係事務の説明会を次の日程により開催いたします。

開催月日　　受付開始時間　　  説明会開始・終了時間　 　　　　　　　 　　　　対象地域など

11月 15 日
( 水 )

11 月 16 日
( 木 )

９時 30 分 10 時 00 分～ 12 時 00 分 黒石市

黒石市

平川市

・法人事業者：名称の頭文字が
　「あ行」から「さ行」まで

・法人事業者：名称の頭文字が
　「た行」から「わ行」まで
・個人事業者：すべて

・すべての事業者10時 00 分～ 12 時 00 分９時 30 分

13 時 00 分 13 時 30 分～ 15 時 30 分

藤崎町
田舎館村

・すべての事業者13時 30 分～ 15 時 30 分13 時 00 分

※会場の収容人数の都合上、対象地域などを指定させていただいておりますが、日程などのご都合が合わない場合は、
　他の開催日時への出席が可能です。

スポカルイン黒石
２階 大会議室

説明会で使用する書類は次のとおりですので、忘れずにご持参ください。
①年末調整のしかた
②給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引
③給与支払報告書 ( 総括表 ) の書きかた
④源泉徴収票・支払調書提出のチェックポイント
⑤国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」のリーフレット

※年末調整関係書類に不足がある場合は、説明会場および黒石税務署で配布いたします。
　なお、国税庁ホームページに掲載されている平成 30 年分源泉徴収簿などを印刷して使用していただいても差し支え
　ありません。

会
　場

必 

要 

書 
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　10 月 16 日から 22 日までの１週間、県下一斉に「秋の火災予防運動」が実施されます。
この季節は日増しに寒くなり、火を取り扱う機会が多くなります。暖房器具の点検はお済み
ですか？ちょっとした油断や火の取り扱いの不注意が火災の原因になることがあります。
　住宅用火災警報器はもう取り付けましたか？尊い命や貴重な財産を失うことのないよう、
もしもの時に備え、まだ取り付けていない人は早めの設置をお願いします。また、家族みん
なで避難方法や消火器の位置などをもう一度確認し、次の「住宅防火  いのちを守る  ７つの
ポイント」を実行し、自分の家は自分で守るよう心掛けてください。

『火の用心　ことばを形に　習慣に』
秋の
火災予防
運動

平成 29年度
統一標語

■３つの習慣
① 寝たばこは絶対やめる
② ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する
③ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

■４つの対策
① 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
　 置する
② 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐた
　 めに、防火品を使用する
③ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
　 などを設置する
④ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
　 近所の協力体制をつくる

紙類×

衣類

寝たばこ×

×
ガスコンロの
消し忘れ！

ｚｚｚ
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